






















































































































































　授業名称において、 ｢保育内容（人間関係）｣ の科目名を用いていたのは 40 校（67％）、｢保育内容
研究（人間関係）｣ の科目名を用いていたのは 12 校（20％）、その他（保育内容指導法、保育内容演習、








目 2 単位となっている｡ 授業回数 15 回（半期科目）のみ 2 単位科目としている大学・短期大学は 
9 校（15％）、授業回数 30 回（通年科目）2 単位科目としている大学・短期大学は 42 校（70％）、
授業回数 30 回（講義科目として 2単位、演習科目として 1単位）3 単位科目としている短期大学が
9校（15％）であった｡
















































































































































































愛学紀要』第 6巻第 2号、2005 年 12 月。
③ 後藤範子「4年生大学における保育士養成教育と資質能力向上に関する一考察」『東京家政学院大
学紀要』第 51 号、2011 年。
④ 山本直樹「保育者養成における『劇表現指導法』のカリキュラム・モデルと補助教材の開発」





（第二部）第 64 号、2015 年。
⑦ 岩崎桂子「保育者効力感研究の現状と課題」『小池学園研究紀要』第 4号、2014 年。
⑧ 朝木徹・鈴木由美「子どもの人間関係を育む保育実践の要因－保育者効力感と子ども観の関連に








  『埼玉純真短期大学研究論文集』第 2号、2009 年。
⑭ 安部孝「保育者養成における『心の教育』の課題 1－展開の構想における『困難性』－」
  『埼玉純真短期大学研究論文集』第 4号、2011 年。
⑮ 青柳宏「『協同性』を育むとは：保幼小連携のために」『平成 24 年度　第 6回共同機構研修会』
  （京都市子育て支援総合センターこどもみらい館）

